
耐
一
合
一
三
聯
一
一
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一

熱心に物づくりに励む工堀

富Ｉ
塞謹i'斜

域

臼とグレイのファッショナブルな祈社唾 3 Ｆの新班務所

､へ息さへ、~
雷、､、 &川，“

グ

'零-，
摂弄一

裸
一
貫
か
ら
築
い
た

神
戸
の
高
級
プ
レ
タ
エ
場

共
栄
繊
維
Ｋ
Ｋ
が

創
立
加
年
目
に
新
社
屋
ビ
ル

蕊
】

亀＝

順

謬勢

１

Ｗ
Ｉ

Ｘ 『
し

ガッツで暖かい中田社長

ﾛ ｰ ﾑ

摘潔な工場で雌立てるいい洋服（1 F )

隆

北

餅社爆（４Ｆ) の正而玄関
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瀞

共
栄
繊
維
株
式
会
社
中
田
泰
次
社
長

神
戸
市
誌
区
上
野
通
５
丁
目
８
ノ
加

金
０
７
８
（
８
０
２
）
１
５
８
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
７
８
（
８
８
２
）
０
７
６
７

国
家
検
定
一
驚
能
士
。
国
家
検
定
委
員
。

兵
庫
県
洋
裁
職
業
訓
練
協
会
副
会
長
。
Ｋ
Ｆ
Ｓ
理
事

神
戸
須
磨
北
口
１
タ
リ
ー
会
員

Ｉ

Ｉ
・
一

蝶織&総会社縦融ｴ‘粒2 0周壊臆縮合

|右)'Ｊ１肺イトキ: , K X会長･取締役1 t長室畳・1 M野那長とl I 1 m 1挫夫要

; 耶莱部父・近藤チーフデザイ高噴社授夫巽( ﾉ と城洋裁所）伽1 3 取締役社些細谷専務( 共栄Ｉ乾杯- ' と中川社些夫舞
（蝋京ベルモード）

ガ人工れ勢〈と栄にしミ富中催屋ホた自洋ＫＫン製に自員わ了がとででルヘ地毛
ツ、場てがりデえ共、シ山田さのテ昨の然服セグエ美宅寮れー生仕、完が中上の六
ツ家･ ぃメにザた栄天ンの社れ被ル年で環づり、場しで三るのま立こ成、田四（甲
が庭おるＩ込イい繊城の福長た砿で、あ境〈ザＫＫをい神階ほ高れてこし白泰階ス山
成等得い力めンと維洋修岡は。パ、１２るにりワ東持・戸はど級るのかたと次建道の

: 灘蝿饗篭螺撫瀞祷畷訂鰐§慨; 蔚
離熱撫難軸類騨 i 糠う暖ツし頼坑を年’昭士ブ裸理や念’に本の、ＫＫカマは二さへ級デン新株下に
だかういを禦洋、と和をラーさかと卜生拠、地、所の社階人カプザな社式一近
＠さ、維おな服品共４２めザ貫んに新ピま地い元ＫＫのよ長はとシレイ外屋会階い
と友製か姿づ質に年ざ｜で。開社アれがいのキ縫うの社いミタン装ピ社・五

綱戸＝ｈ

ｋｌ塾簿塾簿
一
ｂ

一
口
”

ｐ
」
■
■
■
■
■
主

飯
い鞠

創立2 0 間年と新社埋ビﾙ 完成のボｰ ﾄ ビｱ ﾎ ﾃ ﾙ でのハーテイ且景O あいさつする中剛祉没( 右) 賦ｷ ﾝ グｰ 谷部長. 越木出没､ 鱗川蝶及と共に １
１

二
℃
覗
鼻
⑥
寺
上

付田テーフデザイナ一・二神耶紫部長･ 近藤ﾁ ーフデザイ高噴社授夫巽Ｕと城洋裁所）
ナー（ｲ ﾄ ｷ ﾝ K K ) さん易と

罰
飯

い鞠

域 己一
酢
■
・
『 》

＃
Ｖ 厩P

1１
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Ⅷ
土
一
傘

可

菱神戸･ 本山住宅公園展示場
Ｎ／ＯＰＥ' ８８１／２３

Ｕ

住まいに関するご相談は

微
‐
蝿

鞘､

、

世代を超えて語らう
み｣ の空間がここに。

喉一一,』

１１
１

Ｍ

夕

L １

世代もライフスタイルもi 室う家族みんなが、お互いの個性を大切にし
ながら、しかも楽しく、あたたかく解け合う暮らし－そんな理想の
住まい作りが実現しました。大和団地では「住宅は親から子へ、そし
て孫へ受け継ぐ財産」との観点から、二世帯三世代が同居する住居ス
タイルを提案。本格的な木造建築と、各世代の個性を考慮した機能的
な間取りは、今最も新しい住宅の形として注目を集めています。

,『

１

１$ 咽Ｊｊ

詞ＪＲ摂津本山駅 | , ■■■＝’

霊
砿
一

島J唾３

壷(078)392-0345蕊巽㈱
宅地建物取引業者免許番号･ 建設大臣免許( 8 ) 第9 2 号
特定建設業許可番号･ 建設大臣許可( 特- 6 1 ) 第4 6 9 4 号

大ﾛ 団地㈱神戸支店

島

面

神戸･ 本山住宅公園展示場
〒6 5 8 神戸市東灘区本山南町9 - 8 - 4 3

ノ
〆

お問合せ写
，
脚
ヴ
ェ

》
』

畠邑

"差
Ｚ三』

壷(078)413-2034駕灘宅

〒6 5 o 神戸市中央区京町７１山本ビル６Ｆ
資本金1 1 6 億2 ‘6 0 0 万円/ 不動悶廟全会員/ 大阪･ 東京･ 名古屋株式市場上畷

| =
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､ 六甲店〒6 5 7 神戸市灘区篠原中町1 丁目2 番4 号冠0 7 8 ( 8 8 1 ) 6 0 0 0
（阪急六甲駅西300m/駐車場完備）

画みかげ店〒6 5 8 神戸市東灘区御影中町1丁目1 7 番1 3 号冠0 7 8 ( 8 4 3 ) 4 1 0 0
（阪神みかげ駅北国道2号線沿東灘警察前/駐車場完備）

国ﾗ ポﾙ ﾃ 芦屋店〒6 5 9 芦屋市船戸町４番１‐１２９号冠0 7 9 7 ( 2 2 ) 8 8 0 0
（ＪＲ芦屋駅前北ﾗボﾙ ﾃ 芦屋1 F ）

、

今
日
の
わ
た
し
を
選
ぶ
朝
。

〈
白
賓
堂
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉
宝
石
展
示
会
を
開
催
し
ま
玄
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
蛸

■
日
時
／
４
月
２
日
①
３
日
⑧
旧
時
〜
打
時
画
会
場
／
神
戸
タ
リ
ケ
ヱ
バ
ー
ク
・
マ
ォ
ッ
シ
ュ
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル

輝
い
て
い
る
あ
な
た
を
、
大
切
に
し
た
い

『

米国宝石学会鑑定鑑別士( ＧＩ, A ･ G . Ｇ) 大野治代他2 名

H A K U H 、D、り

、

臼賓堂
ノ
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植
松
さ
ん
は
、
３
月
は
岐
阜
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｋ
＆
Ｍ
で
、
４
月

４
日
か
ら
大
阪
信
濃
橋
画
廊
で

個
展
。

☆
海
抜
Ⅲ
ｍ
の
絶
景
が
見
も
の

ハ
ウ
を
フ
ル
に
生
し
た
、
海
抜

ｍ
ｍ
の
ト
ッ
プ
ス
イ
ー
ト
ル
ー

日
本
料
理
も
大
阪
の
〃
生
野
″

蕊
鍵

魅
力
で
す
。

ロ
ビ
ー
も
関
西
一
の
広
さ
。

大
宴
会
場
（
２
５
０
０
人
）
中

一
本
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
（
鋤

テ
ル
か
ら
新
神
戸
駅
、
地
下
鉄

便
利
で
す
」
。
９
月
オ
ー
プ
ン

テ
ル
の
魅
力
を
語
る
見
市
耐
治

新
神
戸
開
発
株
式
会
社
の
開
設

準
備
所
長
。
「
結
婚
式
や
宴
会

の
申
込
み
も
早
々
に
頂
い
て
お

り
ま
す
」
と
、
余
裕
し
ゃ
く
し

ゃ
く
。
新
ホ
テ
ル
の
新
演
出
に

注
目
集
中
。

舞
踊
家
の
松
本
尚
蒔
さ
ん
の
お

祝
の
舞
も
披
露
さ
れ
た
。
時
実

さ
ん
は
「
こ
の
句
集
が
２
万
５

千
部
以
上
売
れ
た
と
い
う
こ
と

は
、
川
柳
自
体
が
見
直
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
頑

張
り
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

☆
ベ
ニ
ス
。
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の

日
本
館
に
植
松
圭
二
出
展

ド
イ
ツ
の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル

フ
と
神
戸
を
往
復
し
て
活
躍
中

の
国
際
ア
ー
チ
ス
ト
植
松
室
二

さ
ん
が
、
今
年
の
６
月
末
か
ら

９
月
末
ま
で
開
催
さ
れ
る
「
ベ

ニ
ス
。
ピ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
の
日
本

館
に
彫
刻
家
三
人
が
招
聡
さ

れ
、
戸
谷
成
雄
、
船
越
桂
と

ゆ
う
ふ
れ
ん

集
「
有
夫
恋
」
は
爆
発
的
な
人

気
を
呼
び
、
１
月
銅
日
地
元
神

戸
で
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
「
時
実

新
子
の
有
夫
恋
に
恋
し
た
会
」

が
催
さ
れ
た
。
漫
画
家
の
砂
川

し
げ
ひ
さ
さ
ん
、
作
家
の
田
辺

聖
子
さ
ん
ら
の
呼
び
か
け
で
剛

oｊ７ｂｅ
ＢＦＣａｋ

蕊
子
人
も
の
人
た

新
ち
が
集
ま
り

震
各
界
か
ら
の

祝
辞
に
続
き

７
声
陸
四
■
■ 崇

岨
月
妬
日
、

嘉
兵
庫
県
民
小

酎
劇
場
に
て
リ

サ
イ
タ
ル
を

並
に
懇
親
会
に
お
い
て
の
こ
と

同
社
の
取
り
組
み
業
者
百
名

を
招
い
て
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
年
は

新
五
カ
年
計
画
最
後
の
年
。
そ

の
仕
上
げ
の
意
味
で
も
力
が
入

る
。
ま
た
、
こ
の
日
は
同
社
の

創
立
者
で
あ
る
西
宮
次
作
会
長

と
、
特
別
顧
問
の
森
実
勉
一
・

束
神
社
社
長
が
共
に
喜
寿
を
迎

え
た
お
祝
い
も
兼
ね
て
お
り
、

新
春
ら
し
い
宴
と
な
っ
た
。

☆
人
恋
し
さ
を
十
七
文
字
に

凶
暴
な
愛
が
ほ
し
い
の

煙
突
よ

愛
岐
や
は
る
か
は
る
か
に

さ
く
ら
散
る

女
性
の
本
音
を
う
た
い
上
げ

脚
光
を
浴
び
て
い
る
現
代
川
柳

作
家
、
時
実
新
子
さ
ん
。
十
二

月
に
発
行
さ
れ
た
初
め
て
の
句

仕
上
げ
の
年

「
こ
れ
か
ら
は
〃
往
″
の
時
代

こ
れ
へ
向
け
て
、
あ
ら
ゆ
る
叡

知
を
も
っ
て
対
処
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
当
社
も
三
十
’
四

十
代
の
人
間
に
経
営
の
主
軸
を

お
い
て
取
り
組
み
ま
す
」
と
、

意
気
軒
昂
な
の
は
西
宮
章
泰
大

工
建
設
社
長
。
一
月
八
日
、
生

田
神
社
会
館
で
行
わ
れ
た
「
第

繍
識

二
共
に
出
展
す

室
る
。

５
月
末
か
ら
６
月
末
ま
で
は

つ
か
し
ん
で
、
「
垂
直
ｌ
水
平
」

を
テ
ー
マ
の
作
品
参
加
と
い
う

多
忙
さ
。
今
回
は
単
身
で
神
戸

の
実
家
に
１
月
末
ま
で
滞
在
し

て
創
作
弓
和
ち
ゃ
ん
が
お
ら
へ

ん
と
僕
ア
カ
ン
ネ
ン
」
と
ぼ
や

き
つ
つ
、
好
き
な
麻
雀
も
チ
ョ

ッ
と
辛
棒
し
て
日
本
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
し
て
い
る
。

☆
教
師
生
活
閥
周
年

記
念
リ
サ
イ
タ
ル
開
催

現
在
、
兵
庫
県
立
教
育
研
修

所
指
導
主
事
で
あ
る
田
村
嘉
崇

さ
ん
が
、
音
楽
教
育
に
た
ず
さ

わ
っ
て
妬
周
年
を
記
念
し
て
、

聯
行
っ
た
。

音
楽
教
師
と
し
て
、
教
鞭
を

ふ
る
っ
た
星
陵
高
校
・
長
田
高

校
の
コ
ー
ラ
ス
部
の
Ｏ
Ｂ
を
は

じ
め
、
顧
問
を
し
て
い
る
神
戸

商
大
グ
リ
ー
。
ク
ラ
ブ
や
、
西

神
戸
混
声
合
唱
団
も
加
わ
り
、

約
２
時
間
半
に
わ
た
っ
て
く
り

広
げ
ら
れ
る
大
リ
サ
イ
タ
ル
。

リ
サ
イ
タ
ル
で
は
か
つ
て
の

教
え
子
で
も
あ
り
、
プ
ロ
で
活

躍
中
の
坂
本
恵
子
さ
ん
や
垣
花

洋
子
さ
ん
等
の
独
唱
も
行
わ
れ

た
。
「
か
つ
て
の
教
え
子
に
す

す
め
ら
れ
て
、
こ
ん
な
立
派
な

リ
サ
イ
タ
ル
が
出
来
て
、
私
は

本
当
に
幸
せ
者
で
す
」
と
田
村

さ
ん
。

熱
松
新
年
は
神

植
戸
で
過
し
た
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ズ
、
そ
れ
に
イ
ヌ

ウ
ー
、
－
、
－
、
－
、
－
、
か
す
か
な
救
急
車
の
音
に

今
日
も
ま
た
オ
オ
カ
ミ
が
空
を
仰
い
で
遠
吠
え
を
は
じ
め

た
。
オ
ス
親
に
呼
応
す
る
メ
ス
と
子
の
武
蔵
。
そ
し
て
隣

り
の
ジ
ャ
ッ
カ
ル
。

ウ
ー
、
－
、
－
、
ｉ
、
ク
ア
ン
、
ク
ア
ン
、
ク
ア
ン
・

オ
オ
カ
ミ
よ
り
感
高
く
、
ウ
ー
、
－
、
－
、
で
終
る
オ
オ

カ
ミ
と
ち
が
い
、
ク
ア
ン
、
ク
ア
ン
、
ク
ア
ン
と
三
度
の

吠
声
で
終
る
の
が
ジ
ャ
ッ
カ
ル
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
も
分

っ
た
。そ

れ
に
し
て
も
イ
ヌ
や
オ
オ
カ
ミ
が
何
故
サ
イ
レ
ン
に

呼
応
し
て
遠
吠
え
を
始
め
る
の
だ
ろ
う
か
。

長
年
観
察
し
て
い
る
と
、
遠
吠
え
の
き
っ
か
け
が
大
方

だ
／
」

し
て
く
る
コ
ョ
ー

持
っ
て
い
る
だ
ろ

Ｕ

１
１１９
１

の
場
合
、
サ
イ
レ
ン
か
マ
イ
ク
の
ノ
イ

等
の
吠
声
が
考
え
ら
れ
た
。

【
オ
オ
カ
ミ
遠
吠
え
の
意
味
】

ア
メ
リ
カ
の
西
部
劇
に
も
常
に
登
場

テ
の
声
も
ま
た
複
雑
な
色
々
の
意
味
を

う
か
。

「
オ
レ
た
ち
は
、
こ
の
森
林
に
い
る
の

と
ナ
ワ
バ
リ
の
主
張
。
近
隣
の
オ
オ
カ

ミ
と
不
必
要
な
争
い
を
避
け
た
い
。
つ

ま
り「

近
寄
る
な
／
我
こ
こ
に
あ
り
／
」

と
大
空
を
仰
ぎ
サ
イ
レ
ン
の
方
向
へ
忠

告
し
て
い
る
の
だ
。

こ
れ
は
文
献
類
で
の
見
解
で
も
あ
る

が
、
確
か
に
動
物
園
の
オ
オ
カ
ミ
、
ジ

ャ
ッ
カ
ル
の
遠
吠
え
が
、
ま
た
、
近
寄

っ
て
来
る
よ
そ
者
の
声
に
聞
こ
え
る
の

だ
ろ
う
か
。

き
ま
っ
て
、
近
づ
い
て
来
る
サ
イ
レ

第
一
産
昭
帥
。
９
．
配
４
頭

第
二
産
昭
ａ
．
ｍ
．
８
５
頭

第
三
産
昭
舵
・
９
．
６
６
頭

（
妊
娠
期
間
）
帥
日
前
後
。

（
親
の
大
き
さ
）
体
重
７
１
担
均

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
は
Ⅷ
ｇ
前
後
、
ま
さ
に
子
イ
ヌ

で
あ
る
。
鳴
声
も
ま
た
、
ク
ン
、
ク
ン
ク
ー
ク
ー
ク
ｌ
、

ン
に
の
み
遠
吠
え
を
向
け
て
い
る
こ
と
が
、
よ
く
観
察
さ

れ
て
い
る
の
だ
。

そ
れ
に
し
て
も
近
頃
、
ジ
ャ
ッ
カ
ル
夫
婦
の
遠
吠
え
が

頓
に
激
し
く
な
っ
て
き
た
。

【
セ
グ
ロ
ジ
ャ
ッ
カ
ル
六
つ
子
誕
生
す
】

昭
和
蛇
年
９
月
６
日
早
朝
、
運
動
場
へ
の
扉
を
開
け
よ

う
と
し
た
ら
、
ウ
ー
ウ
ー
ウ
ー
、
キ
バ
を
む
き
吠
え
た
て

て
く
る
メ
ス
親
を
見
て
歓
声
が
上
っ
た
。

イ
チ
、
ニ
イ
、
サ
ン
、
６
頭
も
い
る
。

ま
っ
黒
の
毛
玉
が
母
の
お
腹
の
辺
り
で
動
い
て
い
る
の

を
見
つ
け
た
。

今
回
で
３
度
め
の
出
産
。

イ
ヌ
と
の
区
別
が
つ
か
な
い
。
一
説

に
よ
れ
ば
、
小
形
犬
の
先
祖
で
は
な

い
か
と
云
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
イ
ヌ
科
の
分
類
を
少
し

ば
か
り
記
し
て
見
よ
う
。

率
【
イ
ヌ
科
の
分
類
】

秘
食
肉
目
、
イ
ヌ
科
。

ツま
（
オ
オ
カ
ミ
、
）
体
長
蝿
、
、
体
重
如

以
１
，
キ
ロ
。

ま醒
○
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
オ
オ
カ
、
ミ
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
と
ア
ジ
ア
の
森
林

Ｏ
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
オ
オ
カ
ミ
。
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枇

艶９

驚鋳

蕊 （
イ
エ
イ
ヌ
類
）

（
キ
ツ
ネ
類
）

（
リ
カ
オ
ン
）
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ

（
タ
テ
ガ
ミ
オ
オ
カ
ミ
）
南
ア
メ
リ
カ

（
タ
ヌ
キ
）
シ
ベ
リ
ア
、
朝
鮮
、
中
国
、
日
本
な
ど

【
ジ
ャ
ッ
カ
ル
の
子
育
て
ヘ
ル
パ
ー
】

今
回
で
三
産
め
と
い
う
ジ
ャ
ッ
カ
ル
の
母
親
は
相
変
ら

ず
、
私
達
を
５
米
以
内
に
は
近
づ
け
な
い
、
せ
ま
い
飼
育

通
路
の
私
た
ち
を
激
し
く
襲
っ
て
く
る
。
何
し
ろ
シ
バ
イ

ヌ
位
の
体
で
６
１
７
頭
の
子
を
地
下
穴
で
育
て
る
も
の
だ

か
ら
、
メ
ス
だ
け
で
は
大
変
だ
。
そ
こ
で
ジ
ャ
ッ
カ
ル
の

夫
婦
は
イ
ヌ
科
の
中
で
は
最
も
安
定
し
た
家
族
関
係
を
保

つ
、
つ
ま
り
、
終
生
形
の
夫
婦
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

な
か
で
も
セ
グ
ロ
ジ
ャ
ッ
カ
ル
の
家
族
群
に
は
前
年
度

１
１２０
１

型

Ｏ
シ
ン
リ
ン
オ
オ
カ
ミ
。
北
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
ア
ジ

ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

（
コ
ヨ
ー
テ
）
体
長
卯
叩
体
重
妬
均

カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
、
メ
キ
シ
コ
ま
で
の
草
原
。

（
ジ
ャ
ッ
カ
ル
）
体
長
和
ｌ
妬
叫
体
重
⑫
地

ア
フ
リ
カ
。
南
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
南
ア
ジ
ア
。
ビ
ル
マ

次
の
４
種
に
分
け
ら
れ
る
。

ｏ
キ
ン
イ
ロ
ジ
ャ
ッ
カ
ル
イ
ン
ド
、
ビ
ル
マ
等

Ｏ
ア
ビ
シ
ニ
ア
ジ
ャ
ッ
カ
ル
エ
チ
オ
ピ
ア
、
シ
メ
ニ
ア

ｏ
ヨ
コ
ス
ジ
ジ
ャ
ッ
カ
ル
熱
帯
ア
フ
リ
カ

そ
し
て

Ｏ
セ
グ
ロ
ジ
ャ
ッ
カ
ル
東
、
南
ア
フ
リ
カ
の
乾
燥
し
た

草
原
。

（
デ
ィ
ン
ゴ
）
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

鍵

箇
悶

Ｉ。

の
子
が
自
立
せ
ず
に
残
っ

て
い
る
も
の
が
い
る
。
食

べ
て
き
た
餌
を
吐
き
だ
し

て
赤
ん
坊
に
与
え
た
り
、

棒
浦
乳
中
の
母
親
に
ま
で
餌

砕
を
与
え
る
と
い
う
。

皿
つ
ま
り
、
６
１
７
頭
と

”
多
数
が
育
っ
て
い
る
家
族

》
ン郵

群
に
は
き
ま
っ
て
前
年
度

洞
の
子
が
残
っ
て
い
る
と
い

徒
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
有

し韮
名
な
ジ
ャ
ッ
カ
ル
の
へ
ル

畦
パ
ー
な
の
だ
。

福
動
物
園
で
も
夫
婦
の
き

子
ず
な
は
強
く
、
オ
ス
は
哀

れ
な
ほ
ど
メ
ス
と
子
に
遠

慮
し
残
り
物
ば
か
り
食
べ

て
い
る
の
で
あ
る
。
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睦噌緯: 亀韓鑑蝿な

し

饗
鍛

と
挨
拶
。
続
い
て
石
井
博
市
民
局
長
、

谷
垣
精
一
神
戸
日
本
画
研
究
会
代
表
の

祝
辞
、
小
林
武
雄
「
半
ど
ん
の
会
」
代

表
の
記
念
品
贈
呈
と
セ
レ
モ
ニ
ー
豊
富

だ
っ
た
。

昇
さ
ん
の
「
木
々
の
並
び
方
が
リ
ズ

ミ
カ
ル
で
優
美
な
神
戸
の
山
、
六
甲
山

は
私
に
と
っ
て
世
界
一
の
山
だ
。
こ
れ

か
ら
も
こ
の
愛
す
る
山
を
描
き
続
け
て

ゆ
き
た
い
。
」
と
の
意
欲
的
な
決
意
の

言
葉
に
、
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
た
。

彼
の
暖
か
な
人
柄
が
伺
え
る
、
な
ご
や

か
な
祝
宴
は
夜
遅
く
ま
で
続
い
た
。

●
昇
外
義
さ
ん
略
歴

大
正
型
年
富
山
県
高
岡
市
生
。
京
都

絵
画
専
門
学
校
（
現
京
都
市
立
芸
術

大
学
）
日
本
画
科
を
卒
業
。
写
生
一
途

の
創
作
姿
勢
を
く
ず
す
こ
と
な
く
現

在
に
至
る
正
統
派
の
日
本
画
家
。
昭

卿
年
神
戸
市
あ
じ
さ
い
賞
、
昭
馳
年

半
ど
ん
の
会
現
代
芸
術
賞
を
受
賞
。

写
生
の
基
本
姿
勢
と
す
る
独
自
の
線

の
芸
術
が
高
く
評
価
さ
れ
、
昭
記
年

に
は
井
植
文
化
賞
も
受
賞
し
て
い
る

右／受賞の感激を述べる昇外義さん
左上／祝辞を贈る「昇遊会」会長、安好匠さんと昇夫妻左下／お祝にかけつけた皆さんと共に

驚蕊蕊
記題のひろば

＜Ｉ＞

神
戸
市
文
化
賞
受
賞
の

昇
外
義
さ
ん
を
祝
う

画
独
自
の
線
の
芸
術
が
評
価
さ
れ
た

: 鰯鍵

:：

霧

由

２
１
２
１
１

日
本
画
家
の
昇
外
義
さ
ん
が
、
神
戸

の
文
化
の
た
め
に
長
年
貢
献
さ
れ
た
人

に
贈
ら
れ
る
神
戸
市
文
化
賞
を
受
賞

し
、
そ
の
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が
ｎ
月
妬

日
、
相
楽
園
会
館
で
行
わ
れ
た
。

来
賓
、
日
本
画
家
関
係
者
獅
名
余
り

が
出
席
し
た
中
、
後
援
会
「
昇
遊
会
」

会
長
、
安
好
匠
さ
ん
が
「
克
明
な
線
で

描
か
れ
た
独
自
の
幽
玄
画
法
は
、
自
然

の
尊
さ
や
生
命
の
暖
か
さ
を
感
じ
る
」

議熱

ヴ

蝿
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霧
第
枢
回
神
戸
文
学
賞
表
彰
式

ｉ

識鍵議鶏

熱
Ｊ
Ｊ

；
し
》
量

話題のひろば

蕊更

＜Ⅱ＞
韓蕊

；

１
２３
１

識圏…" －

受
賞
を
機
に

新
た
な
〃
果
実
〃
を

感
動
は
静
か
に
、
し
か
し
確
実
に
一

五
○
名
の
出
席
者
の
間
に
伝
っ
て
行
っ

た
１
．
そ
れ
健
一
月
十
四
月
神

戸
風
月
堂
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
「
第
姻

回
神
戸
文
学
賞
表
彰
式
。
月
刊
神
戸
っ

子
新
年
パ
ー
テ
ィ
ー
」
で
の
こ
と
だ
。

「
夢
食
い
魚
の
ブ
ル
ー
。
グ
ッ
ド
バ
イ
」

で
受
賞
の
釜
谷
か
お
る
さ
ん
（
孤
歳
）
と

「
靴
」
で
佳
作
の
西
本
衣
江
さ
ん
（
万

歳
）
が
、
選
考
委
員
。
杜
山
悠
、
鄭

承
博
両
氏
の
講
評
を
受
け
て
受
賞
の
言

葉
を
述
べ
た
と
き
、
一
一
人
の
世
代
、
文

学
の
傾
向
の
違
い
を
越
え
て
、
文
学
へ

向
か
う
真
筆
な
姿
勢
が
、
そ
の
一
言
一

言
に
伺
う
こ
と
が
出
来
、
万
雷
の
拍
手

を
誘
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
先
立
っ
て
、
来
賓
の
内
海
重

典
宝
塚
歌
劇
団
理
事
、
鬼
塚
喜
八
郎
神

商
議
副
会
頭
、
川
上
勉
前
Ｋ
Ｆ
Ａ
理

事
長
、
度
末
浩
Ｎ
Ｔ
Ｔ
神
戸
支
社
長
各

氏
か
ら
、
小
誌
が
昨
年
受
賞
し
た
第
三

回
Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
誌
大
賞
受
賞
へ
の
祝

詞
も
兼
ね
て
激
励
の
言
葉
を
頂
戴
し
た

受
賞
者
へ
の
花
向
け
と
し
て
、
米
花

稔
神
大
名
誉
教
授
、
山
口
光
朔
神
戸
女

学
院
大
学
長
、
キ
ャ
ン
パ
ネ
ラ
○
・
Ｅ

キ
ャ
ン
パ
ネ
ラ
商
会
社
長
に
よ
り
目
出

た
く
鏡
割
り
、
新
年
会
へ
と
移
っ
た
。

趣
向
は
声
楽
、
フ
ル
ー
ト
独
奏
に
始

ま
り
、
二
月
に
南
京
町
で
行
わ
れ
る
第

二
回
春
節
祭
に
因
ん
だ
龍
踊
り
ゲ
ー
ム

そ
し
て
タ
ツ
の
落
し
子
ゲ
ー
ム
な
ど
、

出
席
者
を
飽
き
さ
せ
ず
、
今
年
一
年
の

幸
を
願
っ
て
の
手
締
め
で
お
開
き
。

懲
糠.f3J二，ヘッ;､'.￥パ薪

( 右。上から) あいさつをする内海、鬼塚、債瀬各氏( 左・上) 神戸文学賞表彰式で左から西本、鄭、杜山、釜谷各氏( 下・右) 鐘
割りをする左から山口、キヤンパネラ、米花稔各氏( 下・左) 左から初田寿、中西勝、川上勉､ 佐藤廉､ 吉田稔郎､ 新谷誘紀各氏。
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ｵｯｻﾝの吉春
パﾗグﾗｲダととの出会い

｢ガｲドの小屋｣ 代表

西久

私
は
、
別
に
予
言
者
で
も
な
い
し
、
占
い
師
で
も
な
い
が
、
火

山
の
マ
グ
マ
の
よ
う
な
、
い
つ
も
ド
キ
ド
キ
し
た
も
の
を
持
っ

て
い
る
。
何
か
、
自
分
の
中
に
大
変
な
事
が
起
こ
り
そ
う
な
予
感

が
す
る
こ
と
が
あ
る
。
テ
レ
パ
シ
ー
と
い
う
か
、
人
と
人
の
場
合

も
あ
る
が
、
自
分
に
対
し
て
何
か
や
り
た
い
、
何
か
や
っ
て
み
よ

う
、
こ
ん
な
自
分
で
い
い
の
か
、
悩
ん
で
い
る
時
、
又
、
い
い
状

態
で
い
る
時
に
。
自
分
で
は
そ
ん
な
繊
細
な
神
経
の
持
主
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
る
し
、
逆
に
ま
っ
た
く
え
え
加
減
男
の
最
た
る
も

の
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
る
・
男
と
女
の
出
会
い
が
あ
る
よ
う
に
、

ふ
と
し
た
何
か
の
キ
ッ
カ
ケ
で
、
知
ら
な
い
世
界
を
知
っ
た
り
、

又
、
そ
の
事
に
よ
っ
て
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。
あ

る
女
と
出
会
っ
て
男
を
磨
く
男
も
い
る
。
又
、
逆
の
場
合
も
あ
る
。

高
校
時
代
、
初
め
て
ジ
ャ
ズ
喫
茶
に
行
っ
た
時
、
ソ
ニ
ー
ロ
リ

ン
ズ
に
酔
っ
て
立
ち
つ
く
し
て
し
ま
っ
た
事
を
今
で
も
鮮
明
に
覚

え
て
い
る
。
酒
も
同
じ
で
、
中
学
の
時
、
友
達
と
二
人
で
量
が
分

か
ら
ず
、
日
本
酒
を
ド
ン
ブ
リ
に
入
れ
、
鼻
を
つ
ま
ん
で
一
気
飲

み
を
し
、
そ
の
ま
ま
昇
天
し
た
事
を
今
で
も
ハ
ッ
キ
リ
覚
え
て
い

る
。
出
会
い
は
で
き
る
だ
け
刺
激
的
な
方
が
い
い
思
い
出
と
し
て

残
っ
て
い
る
。

ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
も
そ
う
だ
っ
た
。
芦
屋
の
ロ
ッ
ク
ガ
ー

デ
ン
に
初
め
て
い
っ
た
時
、
山
も
ま
だ
何
も
知
ら
な
い
時
、
何
ん

で
あ
ん
な
所
に
登
っ
て
い
る
の
か
不
思
議
な
気
が
し
て
い
た
。
「
何

ん
で
」
の
疑
問
が
、
自
分
で
少
し
試
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
の
が

運
の
ツ
キ
で
、
こ
の
加
数
年
間
、
現
在
も
ま
だ
こ
り
ず
、
そ
の
洗

礼
を
受
け
て
い
る
。
あ
の
時
、
ソ
ニ
ー
ロ
リ
ン
ズ
を
知
ら
な
か
っ

た
ら
、
ジ
ャ
ズ
も
知
ら
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
あ
の
時
盗
み

酒
を
し
な
か
っ
た
ら
、
あ
の
時
岩
を
さ
わ
ら
な
か
っ
た
ら
、
人
生

も
っ
と
変
わ
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
と
思
う
が
、
き
り
の

な
い
こ
と
で
あ
る
。
生
き
て
い
る
間
は
、
イ
ブ
の
世
界
し
か
な
い

と
思
う
。
や
る
か
、
や
ら
な
い
か
だ
け
の
事
で
あ
る
。
い
い
か
、

悪
い
か
は
終
っ
て
か
ら
判
る
事
で
、
人
生
一
度
し
か
な
い
、
や
ら

ず
に
後
悔
す
る
よ
り
は
や
っ
て
後
悔
し
た
方
が
〃
ら
し
く
″
生
き

れ
る
、
と
い
う
の
が
私
の
持
論
で
あ
る
。
〃
ら
し
く
″
生
き
る
こ

と
に
よ
っ
て
沢
山
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
多
い
。
〃
ら
し

１
１２４
１凸

､ ‐許ｆ癖…．．“毎‐異、’‐▲ ~ ．殉 . , 五

霞撰溌溌錨難雛’灘《麹
…驚鋪謬震懇難i 蕊
‘漣〃､ ､ 蕊爵．詳韓騨蕊蕊: 関鍔鋸懲･ 篭顎議霧『毒
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鵜
鰯鍵鱗鍵

鶏 く
″
は
言
い
換
え
れ
ば
、
わ
が
ま
ま
な
子
供
で
あ
る
。
子
供
は
青

春
に
つ
な
が
る
。
無
茶
は
だ
め
だ
が
、
冒
険
は
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
判
断
は
紙
一
重
で
し
か
な
い
。
そ
れ
は
自
分
自
身
の
誇
り
と

勇
気
に
あ
る
。
男
は
い
つ
も
大
き
な
子
供
で
あ
り
た
い
。

「
オ
ッ
サ
ン
の
青
春
」
、
そ
れ
は
子
供
の
世
界
で
そ
れ
ら
し
く
生

き
る
の
が
「
オ
ッ
サ
ン
の
青
春
」
で
あ
る
。
理
屈
は
後
か
ら
ど
う

に
で
も
つ
い
て
く
る
。
今
、
ど
う
し
よ
う
も
な
く
体
が
熱
く
な
っ

て
き
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
ド
ン
ド
ン
ド
ン
、
マ
グ
マ
が
ド
ン
ド

ン
ド
ン
。
人
間
最
後
の
夢
、
自
由
に
空
が
飛
べ
た
ら
な
ア
。
そ
ん

な
こ
と
を
思
っ
て
い
る
時
に
、
偶
然
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
と
出
会
っ

て
し
ま
っ
た
。
一
瞬
、
「
こ
れ
だ
ノ
．
」
と
思
っ
た
。
パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
、
さ
あ
青
空
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
み
よ
う
。
テ
イ
ク
オ
フ
、

さ
あ
青
空
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
み
よ
う
。

灘
蒙
欝
窪
識
Ⅱ

Ｅ駕
銭具１'ミ

聖

悪需唖. 墨需･ 鈴
魁. 勇謹蕊』

蕊慧

齢

蕊
鴬

⑯

額鱗

上／ついに離陸に成功「やった／俺は鳥になったぞ／」左／地上1 0 0 ｍに上昇。このままどこまで行っち
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蕊

鑑識

弱

風
は
ア
ゲ
ン
だ
。
風
速
３
、
や
や
横
風
。
今
少
し
待
っ
て
み
よ

う
。
Ｏ
Ｋ
、
テ
イ
ク
オ
フ
。
キ
ャ
ノ
ピ
ー
が
バ
タ
バ
タ
と
音
を
た

て
て
開
い
て
い
く
の
が
体
で
分
か
る
。
き
れ
い
な
色
だ
。
今
だ
ノ
．

ダ
ッ
シ
ュ
。
何
も
考
え
ず
ブ
レ
ー
キ
コ
ー
ド
を
持
っ
て
、
た
だ
つ

っ
走
る
、
走
る
、
走
る
、
た
だ
空
に
浮
く
こ
と
を
信
じ
て
。
急
に

体
が
空
中
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
空
の
中
だ
、
俺
は
と
う
と
う
烏

人
間
に
な
っ
た
の
だ
／
自
由
に
空
を
飛
ん
で
い
る
、
気
が
遠
く
な

り
そ
う
な
感
激
。
も
う
最
高
。
人
が
あ
ん
な
に
小
さ
く
見
え
る
。

は
る
か
木
を
越
え
て
い
る
。
私
の
心
の
中
に
、
又
青
春
の
火
が
つ

い
て
し
ま
っ
た
。
過
激
と
刺
激
と
情
熱
。
い
つ
ま
で
続
く
か
な
「
オ

ッ
サ
ン
の
青
春
」
。
出
来
る
な
ら
一
生
引
き
ず
っ
て
生
き
た
い
。

函
神
戸
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
「
風
小
僧
」

電
３
９
１
１
８
６
５
９
（
ガ
イ
ド
の
小
屋
）

i蕊蕊Ｉ
蕊蕊鍵蕊灘蕊
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と

イ
ギ
リ
ス
か
ら
昨
秋
来
日
し
た
「
障
害
者
国
際
組
織
」

（
Ｄ
Ｐ
Ｉ
）
の
元
英
国
議
長
レ
イ
チ
ェ
ル
・
ハ
ー
ス
ト
さ

ん
（
妃
）
は
に
こ
や
か
な
笑
顔
の
な
か
に
怒
り
と
闘
志
を
秘

め
て
障
害
者
運
動
に
つ
い
て
語
り
始
め
た
。
神
戸
を
皮
切

り
に
大
阪
、
京
都
、
名
古
屋
、
浦
和
、
東
京
な
ど
全
国
六

カ
所
を
加
日
間
程
で
回
る
忙
し
い
旅
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

ハ
ー
ス
ト
さ
ん
を
日
本
に
招
い
た
の
は
障
害
者
団
体
と

総
評
系
労
組
で
、
昨
年
が
国
連
障
害
者
の
十
年
（
一
九
八

二
年
’
九
一
年
）
の
中
間
年
に
あ
た
っ
た
こ
と
か
ら
「
障

害
者
の
社
会
へ
の
完
全
参
加
と
平
等
」
を
求
め
る
運
動
を

も
う
一
度
も
り
あ
げ
よ
う
と
い
う
計
画
だ
っ
た
。

ハ
ー
ス
ト
さ
ん
は
ロ
ン
ド
ン
の
演
劇
一
家
に
生
ま
れ
、

少
女
時
代
ロ
ン
ド
ン
の
劇
場
で
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
子
役

な
ど
を
演
じ
て
い
た
。
言
語
と
演
劇
で
教
師
の
資
格
を
と

り
一
九
六
○
年
に
結
婚
し
二
児
の
母
と
な
っ
た
が
、
三
○

才
頃
か
ら
体
の
変
調
に
気
づ
き
、
全
身
が
だ
る
く
時
々
動

か
な
く
な
っ
た
。
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
－
と
い
う
難
病
だ
っ

た
。
三
十
六
才
の
頃
か
ら
病
状
が
悪
化
し
、
下
半
身
の
筋

肉
が
動
か
な
く
な
っ
た
。
車
イ
ス
の
生
活
が
始
ま
り
、
居

住
地
の
グ
リ
ニ
ッ
ジ
障
害
者
協
会
委
員
に
な
り
、
五
年
前

か
ら
議
長
。
昨
年
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
で
開
か
れ
た
国
連
障

害
者
の
十
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
専
門
家
会
議
で
議
長
を
務
め
る

な
り
ま
せ
ん
。
障
害

力
に
な
る
の
で
す
」

と
、
イ
ギ
リ
ス
の
現

「
イ
ギ
リ
ス
は
豊
か

な
国
で
は
あ
る
が
、

ま
た
差
別
の
国
で
も

あ
り
、
公
共
の
場
所

や
施
設
は
ま
だ
ま
だ

障
害
者
に
と
っ
て
は

使
い
に
く
い
。
障
害
者
の
釦
パ
ー
セ
ン
ト
は
最
低
生
活
以

下
の
暮
し
を
し
て
い
ま
す
。
」
と
ス
ラ
イ
ド
を
写
し
な
が

ら
説
明
。
ハ
ー
ス
ト
さ
ん
の
住
む
グ
リ
ニ
ッ
ジ
は
ロ
ン
ド

ン
の
一
つ
の
区
で
人
口
配
万
人
。
失
業
率
が
高
く
貧
困
者

も
多
い
。
ア
メ
リ
カ
の
障
害
者
運
動
に
学
ん
で
設
立
さ
れ

た
グ
リ
ニ
ッ
ジ
障
害
自
立
セ
ン
タ
ー
は
障
害
者
自
身
に
よ

な
ど
国
際
的
に
も
幅
広
い
活
動
を
続
け
て
い
る
。

「
私
た
ち
は
社
会
の
厚
い
障
壁
と
闘
か
っ
て
き
ま
し
た
が

ま
だ
ま
だ
何
百
と
い
う
壁
が
あ
り
ま
す
。
障
害
者
は
お
互

い
に
手
を
結
び
合
っ
て
世
界
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
障
害
者
は
慈
善
の
対
象
、
と
見
る
社
会
が
つ

く
り
上
げ
た
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
、
〃
違
い
〃
と
い
う
も
の

を
価
値
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
障
害
者
こ
そ
社
会
を
変
え
て
い
く
大
き
な

状

’
2６
１

スライドを使ってのハーストさんの
諭演（六甲道聞) 労市民センターで）

☆神戸を福祉の街にく1 7 0 ＞

〃
障
害
者
は
世
界
を

変
え
る
力
″

レ
ー
チ
エ
ル
・
ハ
ー
ス
ト
濠

が
神
戸
で
講
演
、

蕊譲
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量
；
隙

っ
て
運
営
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

「
Ｄ
Ｐ
Ｉ
に
は
世
界
の
百
カ
国
以
上
が
加
盟
し
て
い
ま
す

が
障
害
者
の
多
く
は
発
展
途
上
国
に
い
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
数
億
の
人
た
ち
が
栄
養
不
足
に
よ
っ
て

障
害
者
と
な
っ
て
い
く
の
で
す
。
人
間
と
し
て
の
基
本
的

人
権
す
ら
守
ら
れ
て
い
な
い
の
で
す
。

障
害
者
運
動
は
何
も
特
別
の
も
の
を
要
求
し
て
い
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
障
害
者
に
と
っ
て
住
み
よ
い
社
会
と

い
う
の
は
み
ん
な
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
社
会
な
の
で

す
。
お
互
い
に
学
び
あ
い
、
分
か
ち
あ
う
こ
と
こ
そ
重
要

な
の
で
す
。
ま
た
私
た
ち
は
今
だ
に
施
設
に
閉
じ
こ
め
ら

れ
て
い
る
仲
間
た
ち
の
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

お
互
い
の
違
い
を
よ
く
理
解
し
、
全
員
が
解
放
さ
れ
た
時

に
私
た
ち
は
は
じ
め
て
自
由
に
な
る
の
で
す
。
」

講
演
の
あ
と
、
会
場
か
ら
質
問
が
続
い
た
。

「
イ
ギ
リ
ス
の
優
生
保
護
思
想
や
障
害
発
生
予
防
へ
の
と

り
く
み
は
？
」

上／ハーストさんの話に参加者たちからたくさんの質問が出された
下／会場では県内の障害者共同作業所で製作された小物類のバザーも
開かれた

経
済
で
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
の

に
、
な
ぜ
障
害
者
の
権
利
で
世
界
を

リ
ー
ド
で
き
な
い
の
で
す
か
？
」
と

問
い
か
け
た
。
ど
ん
な
答
え
が
用
意

で
き
る
の
か
、
大
き
な
課
題
を
日
本

人
に
残
し
て
ハ
ー
ス
ト
さ
ん
は
日
本

を
離
れ
た
。

Ｉ
「
日
本
で
も
イ
ギ
リ
ス
で
も
障
害
を
も
っ
た
子
ど
も
は

生
ま
れ
て
こ
な
い
方
が
よ
い
と
い
う
考
え
が
あ
る
の
は
大

変
残
念
な
こ
と
で
す
。
障
害
児
を
も
つ
こ
と
は
決
し
て
恥

で
は
な
い
し
、
身
体
も
能
力
も
完
全
な
も
の
だ
け
社
会
に

参
加
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
考
え
は
人
間
性
に
反
す
る
し
、

そ
れ
は
本
当
の
豊
か
な
社
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」

「
と
も
に
生
き
る
社
会
」
の
可
能
性
は
？

ｌ
「
こ
の
よ
う
な
社
会
で
畔
を
創
っ
て
い
く
の
は
大
変
難

し
い
こ
と
で
す
。
英
国
国
教
は
〃
障
害
は
罪
″
と
い
う
こ

と
を
教
え
、
障
害
者
を
分
断
す
る
よ
う
な
こ
と
を
説
い
て

い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
国
を
旅
行
し
て
気
が
つ
く
の
は
、
ど

こ
へ
行
っ
て
も
障
害
者
は
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
」

ハ
ー
ス
ト
さ
ん
は
こ
の
言
葉
の
あ
と
、
岨
年
間
施
設
暮

し
を
し
て
い
た
あ
る
重
い
障
害
者
が
、
施
設
を
出
て
ア
パ

ー
ト
を
借
り
、
い
ろ
ん
な
人
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
自
立
し

た
生
活
を
始
め
て
い
っ
た
例
を
あ
げ
、
と
も
に
生
き
る
社

会
へ
の
道
を
示
し
た
。
そ
し
て
締
め
く
く
り
に
「
日
本
は

127
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『事＝・ざ霞欝鰯雪職轟㎡ｆ‘鱗Ｉ

霧

に
サ
ー
ビ
ス
す
る
と
い
う
点
で
は
群
を
抜
く
も
の
で
あ
っ
た
。

夜
で
も
安
心
し
て
歩
け
る
程
、
治
安
が
良
い
の
で
食
後
の
散
歩

が
て
ら
、
有
名
な
和
平
飯
店
の
バ
ー
ヘ
オ
ー
ル
ド
ジ
ャ
ズ
を
聞
き

に
で
か
け
た
。

こ
の
ホ
テ
ル
は
、
元
英
国
租
界
地
に
あ
り
、
一
九
三
○
年
代
ア

ヘ
ン
王
で
あ
る
サ
ス
ー
ン
が
建
て
た
元
キ
ャ
セ
イ
ホ
テ
ル
で
あ

る
。
内
部
は
見
事
な
ア
ー
ル
デ
コ
、
古
き
租
界
時
代
の
雰
囲
気
を

そ
の
ま
ま
残
し
、
多
く
の
観
光
客
を
魅
了
し
て
い
る
。
上
海
の
街

は
、
日
本
人
街
、
英
米
租
界
、
フ
ラ
ン
ス
租
界
そ
し
て
中
国
人
街

と
四
つ
に
分
割
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
残
り
を
と

ど
め
る
地
区
を
歩
き
回
る
事
に
よ
り
、
一
層
上
海
の
魅
力
に
と
り

つ
か
れ
、
以
後
一
週
間
街
を
ひ
た
す
ら
歩
き
回
る
は
め
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

ふ
ら
り
と
入
っ
た
街
角
の
店
で
、
租
界
時
代
の
西
洋
ア
ン
テ
ィ

ッ
ク
を
堀
り
出
し
た
り
、
中
国
版
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
に
入

っ
て
交
渉
し
て
い
る
内
に
人
だ
か
り
に
な
っ
て
驚
い
た
り
、
街
に

は
意
外
な
発
見
が
あ
り
実
に
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
街
で
あ
っ

た
。街

で
は
英
語
は
通
じ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
漢
字
の
筆
談
で
、
そ
れ
で

通
じ
な
か
っ
た
ら
絵
を
書
く
と
い
っ
た
連
続
で
、
絶
え
ず
私
達
の

回
り
に
は
人
だ
か
り
が
し
て
大
変
だ
っ
た
が
、
非
常
に
好
意
的
で

言
葉
は
通
じ
な
く
て
も
親
切
な
人
達
が
多
い
の
に
は
、
う
れ
し
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
特
に
日
本
人
街
を
歩
い
て
い
る
と
私
達
の
話

す
日
本
語
に
な
つ
か
し
さ
を
覚
え
た
の
だ
ろ
う
か
、
流
暢
な
日
本

１
１２８
１▲

〃
上
海
″
…
そ
の
響
き
の
中
に
妙
に
人
の
心
を
魅
了
す
る
も
の

が
あ
る
。
上
海
在
住
一
年
余
り
の
友
人
、
髪
野
君
よ
り
話
を
聞
い

て
以
来
、
一
度
は
自
分
の
こ
の
目
で
確
か
め
た
い
と
い
う
思
い
を

断
ち
が
た
く
、
昭
和
囲
年
加
月
虹
伺
Ｃ
Ａ
叩
便
に
て
妻
と
二
人
で

一
路
上
海
に
向
け
て
機
上
の
人
と
な
っ
た
。

忽
然
と
前
に
姿
を
現
わ
し
た
上
海
の
街
…
〃
上
海
バ
ン
ス
キ
ン

グ
″
の
世
界
に
迷
い
こ
ん
だ
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
、
何
故
か
私
の

胸
を
と
き
め
か
せ
た
。

ホ
テ
ル
へ
向
か
う
ハ
イ
ヤ
ー
か
ら
垣
間
見
る
街
は
租
界
時
代
の

建
物
が
た
ち
並
び
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
そ
の
も
の
で
、
車
は
歩
道
よ
り

溢
れ
た
人
や
自
転
車
の
間
を
絶
え
ず
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
し
な

が
ら
走
る
の
だ
が
、
と
に
か
く
先
ず
人
の
多
さ
に
ひ
ど
く
驚
か
さ

れ
る
。聞

け
ば
大
多
数
の
人
達
は
地
方
か
ら
の
お
上
り
さ
ん
ら
し
い
。

何
故
な
ら
、
中
国
一
の
大
都
会
で
今
や
流
行
は
上
海
か
ら
と
言
わ

れ
る
程
、
人
民
服
に
混
っ
て
、
想
像
以
上
に
カ
ラ
フ
ル
な
若
者

や
、
ス
カ
ー
ト
に
パ
ー
マ
を
か
け
た
流
行
の
最
先
端
を
ゆ
く
お
し

ゃ
れ
な
、
い
わ
ゆ
る
〃
上
海
ギ
ャ
ル
″
の
姿
も
目
に
つ
く
。

そ
の
晩
、
早
速
こ
の
時
期
で
し
か
食
べ
れ
な
い
と
い
う
上
海
ガ

ニ
を
食
べ
に
錦
江
飯
店
一
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
出
か
け
た
が
、
グ

ル
メ
を
自
称
す
る
私
を
大
い
に
満
足
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一

般
庶
民
に
は
手
が
届
か
な
い
カ
ニ
も
、
観
光
の
目
玉
の
一
つ
で
外

貨
獲
得
の
一
役
を
担
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
又
、
他
の
店
と
比
較

凸

し
て
汚
」
の
店
は
唯
一
食
器
が
清
潔
な
点
と
、
従
業
員
の
笑
顔
で
客

い
畷
臓
臓
隙
際
際
膳
暇
し
野
、
垂
瀞
・
鰐
ｉ
“
令
遡
圃
隣
撫
×
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
欝
騨
隠
睦
面
識
翻
鰯
鰯
溺
“
鴬
》
為
眠
〃
賎
臓
燃
隠
臓
膳
憾
ｒ
陥
脇
昨
際
隅
隙
卜
鵬
川
隔
甑
削
Ｊ
温
■
函
■
掴
翻
翻
幽

i 弾総蕊式轟穿鐙』認鍵t 茨y 密一、. 、薙溌．愈翌錘挙

ﾉノ

☆
出
会
い
の
旅

上
海

タ
イ
ム
ス
リ 魔

都
〃
へ
の

リ
ツ
プ

フ
ジ
タ
ジ
ュ
リ
オ

〈
ジ
巽
払
リ
ー
プ
〃
イ
．
ナ
‘
‐
〉

睡
・
・
灘
．
畠
・
・
・
・
鰯
…
剥
闇
喝
躍
勢
伊
．
’
目
し
苧
．
，
＃
．
．
唖
遜
１
１
１
‐
雁
‐
－
瞭
臓
曜
睦
躍
蝉
職
陣
購
識
瞬
嘘
漣
臓
膨
嘩
聡
畷
職
畔
腿
臨
勝
１
，
群
唖
１
匹
喋
偶
睦
憧
，
脚
肥
‐
‐
ｌ
Ｌ
厭
い
‐
岬
‐
ｒ
唾
恥
酔
‘
い
ｒ
腿
へ
い
、
・
炉
‐
徳
‐
し
’
－
１
－
，
１
恥
１
１
脂
‐
脚
昨
‐
Ｉ
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霞

園

霧穂胃欝澱擢

１
１２９
１

最
後
に
、
上
海
名
物
の
一
つ
〃
上
海
風
呂
″
を
体
験
し
た
い
と

い
う
妻
の
た
っ
て
の
希
望
で
浴
徳
池
を
予
約
し
、
多
少
の
不
安
を

い
だ
き
な
が
ら
も
折
角
の
チ
ャ
ン
ス
と
思
い
出
か
け
た
。
古
い
ジ

ャ
バ
ラ
式
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
２
階
に
上
が
る
と
白
衣
の
男
性
が

や
っ
て
き
て
、
女
性
は
個
室
、
男
性
は
三
’
四
人
位
の
部
屋
に
別

別
に
案
内
し
て
く
れ
る
。
映
画
の
阿
片
窟
の
シ
ー
ン
が
頭
を
よ
ぎ

る
。衣

類
を
ぬ
ぎ
上
半
身
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
、
次
に
サ
ウ
ナ
そ

し
て
有
名
な
ア
カ
こ
す
り
の
大
風
呂
に
案
内
さ
れ
る
。
四
’
五
人

プ
チ

が
風
呂
の
縁
の
上
に
横
に
さ
れ
、
｝
」
れ
又
丸
裸
の
い
か
つ
い
中
国

人
の
男
が
手
に
タ
オ
ル
を
巻
き
つ
け
、
全
身
の
ア
カ
こ
す
り
を
し

て
く
れ
る
の
だ
が
、
湯
舟
の
中
に
ア
カ
が
沢
山
浮
い
て
い
る
の
を

見
て
思
わ
ず
逃
げ
出
し
た
く
な
っ
た
が
、
姐
板
の
鯉
と
あ
き
ら
め

て
、
じ
っ
と
が
ま
ん
し
た
。

次
に
髪
を
洗
っ
て
く
れ
る
の
だ
が
、
四
角
い
石
鹸
で
ご
し
ご
し

こ
す
り
つ
け
ら
れ
、
こ
れ
に
は
閉
口
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
後
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
爪
切
り
、
耳
掃
除
と
続
く
の
だ
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
が
順
番
に
や
っ
て
来
て
、
特
に
爪
切
り
は
小
刀

の
様
な
物
で
一
気
に
切
り
落
さ
れ
、
正
に
職
人
芸
だ
と
妙
に
感
心

し
て
し
ま
っ
た
。
コ
ー
ス
は
３
時
間
位
で
無
事
終
了
し
た
が
、
こ

の
後
ホ
テ
ル
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
開

高
健
の
エ
ッ
セ
イ
〃
玉
砕
け
る
″
の
中
の
上
海
風
呂
名
物
の
〃
ア

ヵ
玉
〃
を
そ
っ
と
ポ
ケ
ッ
ト
に
忍
び
こ
ま
せ
て
、
日
本
へ
持
ち
帰

れ
な
か
っ
た
の
が
、
唯
一
の
心
残
り
だ
っ
た
が
、
…
魔
都
上
海
に

ふ
さ
わ
し
い
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
あ
っ
た
。

語
で
話
し
か
け
て
き
た
、
帥
歳
に
な
る
中
国
人
の
お
じ
い
さ
ん
は

今
で
も
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
戦
前
日
本
の
商
社
に
勤
め
て

い
た
だ
け
に
実
に
丁
寧
な
日
本
語
で
親
切
に
も
周
辺
を
案
内
し
て

も
ら
っ
た
が
、
最
後
に
言
っ
た
言
葉
が
今
で
も
鮮
明
に
心
に
刻
ま

れ
て
い
る
。
〃
同
じ
漢
字
を
使
う
民
族
同
志
、
絶
対
に
戦
争
は
す

べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
…
こ
う
い
う
人
と
の
出
会
い
こ

そ
、
又
旅
の
魅
力
の
一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
…
。
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i 謹瀞噸灘

坐

吉本香奈子さん

鱗
驚
喧
響
驚
叫

詞
配
昌
冒
起
二

．
露
癖識

パティオのシンボル時計台

ｌ
「
生
活
空
間
」
と
し
て
の
名
谷
は

一
体
ど
ん
な
顔
を
持
っ
て
い
る
の
か

ま
ず
は
結
婚
し
て
一
年
あ
ま
り
、
こ

の
夏
に
は
第
一
子
を
出
産
予
定
と
い
う

主
婦
吉
本
香
奈
子
さ
ん
（
”
）
を
訪
問

し
て
み
る
。

開
口
一
番
、
「
ほ
ん
と
う
に
住
み
よ

い
街
な
ん
で
す
」
と
吉
本
さ
ん
。
買
物

な
ら
大
丸
須
磨
店
、
須
磨
パ
テ
ィ
オ
が

あ
っ
て
と
て
も
便
利
。
な
ん
と
２
０
０

０
台
も
駐
車
が
可
能
だ
と
い
う
大
駐
車

場
が
完
備
さ
れ
て
い
て
、
車
で
出
か
け

て
も
安
心
だ
。

須
磨
パ
テ
ィ
オ
で
は
２
月
型
日
ま
で

バ
レ
ン
タ
ィ
ン
フ
ェ
ア
開
催
中
。
セ
ン

タ
ー
コ
ー
ト
で
「
愛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ

ー
ド
」
、
「
愛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ピ
デ
オ
カ

プ
セ
ル
」
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
彼
へ

名 谷通信

１
１３０
１

センターコートへの道

農 :鶏溌塞
＃

職 緯

の
愛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
記
す
こ
と

も
で
き
る
し
、
Ｖ
Ｈ
Ｓ
テ
ー
プ
を
持
っ

て
行
け
ば
無
料
で
ビ
デ
オ
収
録
を
し
て

く
れ
る
の
で
、
絵
の
つ
い
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
彼
に
贈
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
２
月
６
，
７
日
と
週
、
哩
日

の
両
土
日
に
は
同
じ
く
セ
ン
タ
ー
コ

ー
ト
で
恋
占
い
の
コ
ー
ナ
ー
も
設
け

ら
れ
、
３
０
０
円
で
星
占
い
、
タ
ロ

ッ
ト
占
い
を
し
て
く
れ
る
。
な
ん
と

も
楽
し
い
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
が
迎

え
ら
れ
そ
う
。

ｌ
車
で
少
し
走
っ
て
み
る
．
今
年

；

奔塞菖鍵＃１．誰蕊重. ､ 雲読鋸監簿…笹蕊識蕊欝灘

ぴっておゆつ↑こ＠、｡●●●

④
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名谷駅前･ 2 , 0 0 0 台駐車場

須靭iﾗやI事Ｆﾖ店
須j砦パテ《ォ名店会擁忌神戸訂3聡区中落合FT言潅I階念078(791:7:1７

厘

傘
ＬＡＤｌＥＳ, ＷＥＡＲＫＯＢＥ･ ＯＳＡＫＡ･ ＴＯＫＹＯ

本店神戸
名谷店須磨

S ＵＧｌＶＲ
卜アロー
パティオ１

ド
Ｆ

ＴＥＬ(Ｏ７
ＴＥＬ(0７

8>331-3436
8)792-6066

阪怠神戸店・大I1I j l 1 f・岡本店・芦屋川ﾊｌｉ・宝塚店
梅川店・大津鵬・池袋店・渋谷店・宇都宮店
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地下鉄名谷駅助役角田正さん

と
彼
女
は
言
う
。
な
る
ほ
ど
衣
、
食
、

住
、
遊
と
行
き
先
に
困
る
こ
と
は
全
く

な
い
、
す
ば
ら
し
い
生
活
空
間
だ
。

１
名
谷
駅
を
訪
れ
る
。

三
宮
ま
で
地
下
鉄
で
わ
ず
か
娼
分
で

行
け
る
と
あ
っ
て
、
一
日
の
乗
降
客
約

５
万
人
。
「
こ
こ
２
，
３
年
ま
す
ま
す

増
え
て
来
て
い
ま
す
」
と
名
谷
駅
助
役

の
角
田
正
さ
ん
。
大
阪
ま
で
通
う
人
も

か
な
り
多
い
と
聞
く
。

「
困
る
こ
と
っ
て
な
い
で
す
か
？
」

と
の
質
問
に
、
「
う
’
ん
、
金
曜
日
の

酔
っ
ぱ
ら
い
と
迷
子
が
少
し
、
あ
と
は

てで本の；んぱ店しちもはいそド
いも当もそＬだ便がたよ行、。れ屋
ま揃Ｉこののけ利あ喫つけ車あぐさ
すつ何は他どなれ茶とるでとらん

な
ぜ
か
暖
冬
で
、
大
寒
だ
と
い
う
の
に

と
て
も
暖
か
い
。
周
辺
の
道
は
広
々
と

し
て
い
て
実
に
走
り
や
す
い
。

吉
本
さ
ん
日
く
「
公
衆
電
話
が
少
な

い
か
な
…
…
そ
れ
と
レ
ン
タ
ル
レ
コ
ー

Ｌｰ

131

蕊

大リーグ級の規模・施設
・左右両翼9 9 . 1 ｍ
・中央1 2 2 . 0 ｍ
・収容人員3 5 , 0 0 0 人

大 丸・須磨

る
ｃ

雷
須
磨
パ
テ
ィ
オ
７
９
１
１
７
１
１
７

大
丸
須
磨
店
７
９
１
１
３
１
１
１

地
下
鉄
名
谷
駅
７
９
１
‐
１
１
７
０

神
Ｖ
Ｓ
阪
急
の
オ
ー
プ
ン
戦
も
予
定
さ

れ
て
い
る
、
い
よ
い
よ
春
が
や
っ
て
く

何
事
も
な
く
平
和
な
駅
で
す
」
と
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
助
役
さ
ん
。
２
月
か
ら
は

新
型
車
両
が
入
り
、
３
月
中
旬
に
は
ラ

ッ
シ
ュ
時
の
混
雑
緩
和
に
ダ
イ
ヤ
改
正

の
予
定
も
あ
る
そ
う
だ
。
そ
れ
に
来
年

地下鉄・名谷駅前電話( 0 7 8 ) 7 9 1 - 3 1 1 1

３月1 2 日、いよいよオープンするグリーンスタジアム神戸

う
だ
。
そ
れ
に
来
年

９
月
開
催
の
フ
ェ
ス

ピ
ッ
ク
神
戸
大
会
に

合
わ
せ
て
年
内
に
は

ホ
ー
ム
に
エ
レ
ベ
ー

タ
も
設
置
さ
れ
る
。

地
域
の
更
な
る
振
興

に
準
備
万
端
怠
り
な

い
名
谷
駅
で
あ
っ

た
。３

月
妃
に
は
、
本

格
的
な
大
リ
ー
グ
級

球
場
と
し
て
待
望
久

し
い
『
グ
リ
ー
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
神
戸
』
が

い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン

す
る
。
式
典
で
は
阪

蕊

神戸総合運動公園野球場

ｸﾘｰﾝｽﾀ57別神戸 ､'９Ｗ, ｗ」, n ﾉ ﾍ ＣＴＩ○Ｎ！

I~〕ノミＩ

（財）神戸巾公園緑化協会
神戸総合遮励公園経営本部

ＴＥＬ7 9 2 - 2 4 0 0

３月1 2 日( 土) オーブン
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デコレーションケーキに

逓盆

あなたのお好みの
132

灘KobQDGIlG
ﾒ ｯ ｾ ｰ ジすぐお入れします。

大丸須磨店花野正彦店長ては花

灘: 零癖蕊窯謬蕊鍵蕊寧ア
イ
ド
ル
の
ビ
デ
オ
を

無
料
で
貸
し
ち
ゃ
う
″

大蓄レコード横更裕司店長

い
ま
、
須
磨
パ
テ
ィ
オ
内
２
Ｆ
レ
コ

－
ド
店
「
大
蓄
」
で
は
Ｃ
Ｕ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
Ｕ

Ｂ
（
キ
ュ
ー
ク
ラ
プ
）
会
員
募
集
中
。

会
員
に
な
れ
ば
（
学
生
な
ら
無
料
）
、

君
の
大
好
き
な
ア
イ
ド
ル
た
ち
の
ビ
デ

オ
が
３
日
間
無
料
で
借
り
ら
れ
る
、
と

い
う
ビ
ッ
グ
な
特
典
が
つ
い
て
く
る
。

ア
イ
ド
ル
を
ひ
と
り
占
め
で
き
る
ぞ
″

問
合
せ
先
棚
大
蓄
雷
０
７
８
１
７
９
２
１

民
》
Ｒ
ｕ
勺
Ｉ
Ｑ
Ｕ

イ
締
議
深

〃
肝
っ
玉
母
さ
ん
″
と
し
て
今
や
有

名
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
亀
井
堂
の
星

野
さ
ん
。
そ
の
星
野
さ
ん
が
自
信
を
持

っ
て
お
す
す
め
す
る
の
が
〃
瓦
せ
ん
べ

い
″
に
〃
瓦
ま
ん
じ
ゅ
う
〃
。
天
然
の

材
料
だ
け
で
作
ら
れ
て
お
り
、
一
つ
一

つ
に
心
が
こ
も
っ
て
い
ま
す
。

■
ぬ
井
堂
緯
本
店
須
磨
パ
テ
ィ
オ
店

麓
０
７
８
．
．
７
９
１
‐
８
２
０
０

営
業
時
間
加
距
㈹
１
鋤
函
、

飽井堂総本店星野さん

Bgq
ｰ 一

ァ
】

、血

ｴ 土

〆
一

画 些

一.

一

曲

① ＆遇

1列

《酢 Ｉ神戸ベル群扉赫

尋紳輔然i 雀
繊巌せあられ
盆 沖ア・允可
詑見屋

元町本通り１番街
〈０７８）３３１．･Ｏ８７３

須磨パティオ１番街1 Ｆ
〈０７８)ワ９１－８０７３

KＯＢＥ

ぎぎ二
須磨パテイオ店（0 7 8 ) 7 9 2 - 5 6 5 2
さんちが鵬仰8 > 3 2 1 - 4 5 4 5
寵塚ファミリーメトアールlｆ（0797)73-5359
千脱阪急地下街店（髄）錘1 - 0 7 羅
加古川店（0 7 8 ) 7 9 2 - 蕊５２
Ｈ／Ｈ／ＴＩＱＵＥ（0 7 8 ) 3 3 1 - 0 9 5 0
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エレガントでモダンな店内

生一二

笑顔が素敵な小野店長

鰯

オ
ン
ナ
の
子
が
い
っ
ぱ
い
の
神
戸
外
大
。

昭
和
創
年
に
現
在
の
神
戸
研
究
学
園
都
市
に

移
転
し
た
神
戸
市
外
国
語
大
学
。
学
生
総
数
１

６
０
０
名
あ
ま
り
の
う
ち
約
沌
％
弱
が
女
子
だ

と
い
う
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
女
の
子
の
方
が
多
い

の
で
す
。

「
新
し
く
て
き
れ
い
な
の
が
う
れ
し
い
で
す
」

と
は
一
回
生
の
渡
辺
奈
緒
子
さ
ん
。
買
物
は
駅

に
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ス
ク
ェ
ア
を
よ
く
利
用
さ

れ
る
そ
う
で
す
が
「
定
休
日
の
火
曜
に
は
、
行

く
所
が
な
く
て
困
る
ん
で
す
」
と
も
。

確
か
に
学
生
達
の
た
ま
り
場
が
少
な
い
よ
う

で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
新
し
い
街
な
ん
で
す
。

「
お
楽
し
み
は
こ
れ
か
ら
だ
」

天
ぷ
ら
そ
ば
（
７
０
０
円
）
も
味
が
よ
い
。

そ
ば
定
食
も
種
類
が
豊
富
で
、
昼
食
時
に
も

楽
し
め
る
。

そ
の
他
、
そ
ば
会
席
（
２
２
０
０
円
）
天
皿

に
ぎ
わ
い
ぜ
ん

そ
ぱ
（
１
６
５
０
円
）
賑
隈
膳
（
１
５
５
０
円
）

等
も
す
ば
ら
し
い
。

駐
車
場
が
完
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、
車
で
行

っ
て
も
安
心
だ
。
家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
。

回
名
物
皿
そ
ば
〃
文
楽
″
名
谷
店
垂
水
区
名
谷
町
春
日
手
２

２
８
０
衝
７
９
４
１
１
０
０
１

営
業
時
間
Ⅷ
曲
犯
１
浬
帥
加
定
休
日
節
毎
月
第
２
火
頃
日

エ
レ
ガ
ン
ト
な
内
装
が
大
評
判
．
名
物
皿
そ
ば

『
文
楽
』

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
も
し
お
そ
ば
屋
さ
ん
が
あ
っ
た

と
し
た
ら
こ
ん
な
感
じ
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

え
る
ほ
ど
、
エ
レ
ガ
ン
ト
で
と
て
も
モ
ダ
ン
な
店
が

》
」
シ
」
○

初
め
て
行
っ
た
人
な
ら
ば
「
ほ
ん
と
う
に
こ
こ
が

そ
ば
屋
さ
ん
別
」
と
、
信
じ
ら
れ
な
ぐ
ら
い
に
内
容

が
す
ば
ら
し
い
。

一
人
前
５
皿
、
６
５
０
円
の
皿
そ
ば
が
評
判
で
、

133

カ
ラ
細
〆
繍
備
雪

篭
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
界
で
は
も

う
春
で
す
。

「
い
つ
も
明
る
く
陽
気
な
店
に
」

と
の
小
野
店
長
の
言
葉
ど
お
り
気

さ
く
な
店
と
評
判
の
こ
こ
ス
ギ
ヤ

で
も
次
か
ら
次
へ
と
春
も
の
が
入

荷
。
店
内
は
と
て
も
華
や
い
だ
雰

囲
気
。
若
い
方
か
ら
年
配
の
方
ま

で
幅
広
く
楽
し
め
ま
す
。

■
レ
デ
ィ
ス
ウ
ェ
ア
「
ス
ギ
ヤ
」
須
磨
パ
テ

ィ
オ
ー
野
窟
７
９
２
ｉ
６
０
６
６

うまさ抜群、伝統の風味。名物皿そばが神戸に. ／

壷武禁血毛琶
文楽･ 名谷店
神戸市垂水区名谷町春日手2 2 8 0
T E L O 7 8 - 7 9 4 - 1 0 0 1第２火曜日定休
11:30～22:００(オーダーストップ21:45）鰯 霞

中国料理

名谷パテイオ3 番街2 Ｆ
垂(078)791-7166

霊鹿
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出動紺Ｉ

経
撤
溌
戦
誰
濡
罷
鮭
註
雛

会
館
大
ホ
ー
ル
で
初
め
て
開
催
さ
れ
超
満
員
の
観
客

動
員
。
ホ
ロ
ン
ピ
ア
の
歌
を
貝
原
兵
庫
県
知
事
が
。

& ＴＯＰＩＣＳ

文嫉空駕篭濡零騨芋蝶駕篭麓: 鰯
納長、山本歳雄文化健会事務局長、中西省伍、本誌小泉らも参加して大ハッス
ル。特賞は日本画の大橋先生に。審査員の水沢アキさんも加って。

歌詳説蓋繍藻し嘉繍i 繊駕撫賢鷲駕篭
剛男さん。兵庫木遣りを唄う今津建設の今津社長（左）ら。

１
－＝

欝電

蕊

雛瀞欝
愚堪鍔

；
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;灘！

Ｌ」

ＰＡＲＴＹ

１
１３５
１

1 0 0 蕊熟語撫駕誌熱帯窯窒震驚麓撫
と、中央央区の新年パーティ（１月７日）で、あやかりたい人々が集ってハイポーズ. 〃

3 0 箔鴛慌而雪篭繊誓勢蝿蛎雛鰯屡
紅白歌合戦をお嬢さんの妹の智恵さんが司会。姉の梨栄さんがクラシック演奏と
おしゃれな集いだった。

鍵

蕊識蕊蕊蕊壁宝典墨堂懸垂鍔鯉旺韓

丘'２月'１日の夜､県民会館で兵庫県文化協会が主催した歳末･文化人懇親パ
グーーティ。今年秋に国民文化祭がひょうごで開かれるとあって貝原知事も力
を入れての催し。伊藤邦輔（梅コマ）社長や市野弘之（丹波焼）さんら、文部大
臣から地域文化功労者表彰をうけた人々を祝うセレモニィもプログラムに。

蕊

騨謹騨鋸鏡Ｕ群1 繊溌

美
溌
喋
謹
晴
篭
蕊
窪
嘩

１
月
９
日
に
開
か
れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
旅
（
プ

リ
ス
ベ
ー
ン
・
バ
ー
ス
）
か
ら
帰
国
し
、
〃
害
を

世
界
に
〃
と
は
り
き
る
美
佐
さ
ん
。
実
力
ま
す
ま

す
冴
え
て
、
今
年
、
日
韓
友
好
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
ソ
ウ
ル
へ
出
か
け
る
。
（
上
は
お
弟
子
さ
ん
た

ち
と
、
下
は
加
藤
隆
久
宮
司
、
森
実
勉
、
石
井

一
、
貝
原
知
事
夫
人
に
囲
ま
れ
て
）

蕊 驚議

譲騨識

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m


